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分析事例の紹介 

入力補償型示差走査熱量計 Pyris1 を用いた 
二線法による比熱容量測定  

 

はじめに 

入力補償型示差走査熱量計(DSC)を用いて、α-アルミナの比熱容量を測定した事例を

紹介する。物体の温度を単位温度上昇させるのに必要な熱量を熱容量(J·K-1)といい、単

位質量における熱容量を比熱容量(J·g-1·K-1)という。一般的に、比熱容量は、比熱が既

知の基準物質、測定対象試料、ブランクセルの DSC 曲線を比較することで算出するこ

とができる[1]。一方、入力補償型 DSC では、試料・参照ホルダーに加える単位時間当

たりの熱流束の入力差を測定しているため、ブランクセルと測定対象試料測定から比熱

容量を求めることができる(二線法)。参照、試料ホルダーの熱容量と熱流束をそれぞれ

Cs, Fs, Cr, Fr とすると、以下の関係式が与えられる。 

   , 1Fs Fr Cs Cr     

ここで、βは昇温速度である。したがって、ブランクセルで補正した試料測定結果を昇

温速度と試料量で除すことで、比熱容量を求めることができる。 

 

実験 

27.1 mg の α-アルミナをアルミニウム製クリンプセルに入れ、専用のシーラー・ク

リンパプレスを用いて密閉した。またブランクセルを作成した。ブランク状態で質量差

はないアルミニウム製クリンプセルを用いた。ブランクセルおよび α-アルミナに対し

て、以下に示す測定条件下で、DSC 測定を行った。 

加熱速度 ホールド温度 ホールド時間 ガス 

 [ﾟ C/min ] [ﾟ C  ]  [ min ]   窒素 

      -   5.00    3  

  10.00  25.00      2 

    -  25.00      3 



                        Application Note, vol. 21, May. 2019. 

Advanced Instrumental Analysis Center, Shizuoka Institute of Science and Technology          2 

 

結果 

 図１は、測定されたブランクセルおよび α-アルミナ DSC 曲線である。ブランクセル

の DSC 曲線から α-アルミ試料の DSC 曲線の高さを HS(図 1 参照)とすると、α-アルミ

ナの比熱容量(CpS)は、試料質量(m)を用いて(CpR)次式で与えられる。 
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図１ DSC 曲線 

 算出した α-アルミナの比熱容量は、0.751 J·g-1·K-1となり、297.45K における α-アル

ミナの比熱容量 0.773 J·g-1·K-1 [2]と誤差 3%以内で一致した。 

 

まとめ 

 入力補償型示差走査熱量計 Pyris1 を用いて、ブランクセルと試料測定から簡便に比

熱測定を行えることを紹介した。本稿で紹介した二線法は、比熱測定の基準試料の簡易

的な評価に用いることができる。 
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